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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第24期
第２四半期
累計期間

第25期
第２四半期
累計期間

第24期

会計期間

自平成24年
３月１日
至平成24年
８月31日

自平成25年
３月１日
至平成25年
８月31日

自平成24年
３月１日
至平成25年
２月28日

売上高（千円） 3,519,917 3,380,927 7,336,333

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
143,411 △22,176 290,946

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
75,777 △36,200 114,707

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 245,000 245,000 245,000

発行済株式総数（株） 9,750 9,750 9,750

純資産額（千円） 2,171,319 2,165,638 2,223,752

総資産額（千円） 3,646,312 3,845,670 3,753,914

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

95.97 △45.85 145.27

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 4,000

自己資本比率（％） 59.5 56.3 59.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
132,205 △101,823 395,304

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△29,753 △243,513 △98,260

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△127,622 308,036 △265,505

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,127,604 1,147,013 1,184,313
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回次
第24期
第２四半期
会計期間

第25期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

自平成25年
６月１日
至平成25年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

33.34 △42.05

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社が存在していないため記載しておりません。　

 　　　 ４. 第25期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。第24期第２四半期累計期間及び第24期の潜

在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、 希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　　　　５. 当社は、平成25年９月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の株式分割を行っております。これに伴

い、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額を算定しております。

　

　　　

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　　

　

２【経営上の重要な契約等】

    　 当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

   当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果もあり、輸出関連企業を中心に景気回

　復の傾向が見られました。しかしながら、個人消費につきましては、高額品など一部に回復の兆しが見られたもの

　の、消費全般では慎重な購買姿勢が続いており、小売業界は引き続き厳しい経営環境で推移いたしました。

　　このような状況のもと、当社は、販売面におきましては、「METHOD事業の販売力の向上」と「流儀圧搾事業の収

　益構造の改善」を方針として取り組みを進めてまいりました。

　　METHOD事業では、接客サービスの向上によるプロパー販売の強化と、ボトム・雑貨の強化をテーマとして取り組

　んでまいりましたが、具体的な成果を出すには到らず、また、品揃え面では顧客層の拡大を目指し、デザイン性を

　重視した商品やキャラクター物など若い世代に対応する商品を拡充いたしましたが、既存の客層の中でもボリュー

　ムのある30代の顧客への対応が手薄になったことにより、客数減を招き、既存店客数前年比は91.1％、既存店売上

　高前年比は90.8%となりました。

　　流儀圧搾事業では、各エリアを統括するリーダーが、プレイングマネージャーとして自店舗の収益改善を行い、

　その成果をエリア内各店舗へ普及することにより、事業としての収益構造の改善を目指しました。しかしながら、

　売上・荒利等の具体的数値改善を進めることができず、また、常連顧客に対応する変化のある品揃えが不足したこ

　ともあり、既存店客数前年比は91.2％、既存店売上高前年比は、89.9%となりました。

　　以上の結果、全社の売上高前年比は96.1％、既存店売上高前年比は90.6％となりました。

　　商品面におきましては、品質の向上と荒利率の改善をテーマとして取り組んでまいりました。品質の向上では、

　外部コンサルタントを導入し、品質管理のノウハウを自社に定着させる取り組みを進めております。

　　荒利率の改善では、在庫コントロール面で、商品在庫を前年同月比で27百万円削減し、１坪当り在庫を前年同月

　比で18千円削減の167千円として改善を図りましたが、売上が計画を下回ったことや原価の上昇などの要因もあり、

　当第２四半期累計期間の売上総利益率は49.8％と、前年を0.9ポイント下回る結果となりました。

　　店舗戦略におきましては、「METHOD」３店舗、「流儀圧搾」４店舗、合計７店舗の新店を出店する一方で、

　「METHOD」１店舗を閉店いたしました。その結果、当第２四半期累計期間末の店舗数は「METHOD」42店舗、「流儀

　圧搾」32店舗「METHOD COMFORT」２店舗（アウトレット店）、「AGIT POINT」１店舗、「誓文払い」１店舗（アウ

　トレット店）の合計78店舗となりました。

　　また、既存店の販売力の強化を図るため「METHOD」３店舗の改装を実施いたしました。

　　新規事業におきましては、前期の３月にスタートしたネット販売事業、および、10月にスタートしたシンガポー

　ルの卸売事業も順調に推移しており、今後の成長を目指して育成してまいります。

　　以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は33億80百万円（前年同期比3.9％減）、営業損失は18百万円

　（前年同期比165百万円損失増）、経常損失は22百万円（前年同期比165百万円損失増）、四半期純損失は36百万円

　（前年同期比111百万円損失増）となりました。

　

　

　（２）財政状態の分析

　 （資産）

　　 当第２四半期会計期間末における流動資産は22億95百万円となり、前事業年度末に比べ７百万円増加いたしまし

　 た。これは主に現金及び預金の減少37百万円、商品の減少95百万円、売掛金の増加１億34百万円等によるものであ

　 ります。固定資産は15億43百万円となり、前事業年度末に比べ78百万円増加いたしました。これは主に繰延税金資

　 産の減少11百万円、有形固定資産の増加63百万円、敷金及び保証金の増加26百万円等によるものであります。

　  この結果、総資産は38億45百万円となり、前事業年度末に比べ91百万円増加いたしました。　
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  （負債）

　　 当第２四半期会計期間末における流動負債は10億36百万円となり、前事業年度末に比べ１億42百万円減少いたし

　 ました。これは主に支払手形の減少70百万円、設備関係支払手形の減少27百万円、未払法人税等の減少47百万円等

 　によるものであります。固定負債は６億43百万円となり、前事業年度末に比べ２億92百万円増加いたしました。

　 これは主に社債の増加２億円、長期借入金の増加１億２百万円等によるものであります。

　　 この結果、負債合計は16億80百万円となり、前事業年度末に比べ１億49百万円増加いたしました。

　

   （純資産）

　　 当第２四半期会計期間末における純資産合計は21億65百万円となり、前事業年度末に比べ58百万円減少いたしま

　 した。これは主に利益剰余金の減少67百万円等によるものであります。

　

　

 （３）キャッシュ・フローの状況

    当第２四半期会計期間末における現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、営業活動により１億１百万円

　 減少、投資活動により２億43百万円減少、財務活動により３億８百万円増加し、11億47百万円となり、前事業年度

　 末と比較して37百万円の減少となりました。

 　 また、当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。

 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

 　  営業活動の結果、減少した資金は１億１百万円（前年同四半期は１億32百万円の収入）となりました。

  これは主に税引前四半期純損失38百万円に、償却費等の内部留保の合計92百万円による資金の増加、売上債権の増

　 加による資金の減少１億34百万円、仕入債務の減少による資金の減少83百万円等によるものであります。 

　

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

  　投資活動の結果、減少した資金は２億43百万円（前年同四半期は29百万円の支出）となりました。

  これは主に敷金及び保証金の回収による収入22百万円、固定資産の取得による支出２億21百万円、敷金及び保証金

　 の差入による支出38百万円等によるものであります。

　

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

 　  財務活動の結果、増加した資金は３億８百万円（前年同四半期は１億27百万円の支出）となりました。

  これは主に長期借入金の返済による支出88百万円、配当金の支払による支出31百万円、社債発行による収入２億43

　 百万円、長期借入による収入２億円等によるものであります。 

　

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

     当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

 　　 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000

計 39,000

（注）平成25年４月４日開催の取締役会決議により、平成25年９月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行

　　　可能株式総数は3,861,000株増加し、3,900,000株となっております。

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年10月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,750 975,000

東京証券取引所

　　 ＪＡＳＤＡＱ

 （スタンダード）　

（注）２

計 9,750 975,000 － －

（注）１.「提出日現在発行数」欄には、平成25年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　　 発行された株式数は含まれておりません。

　　　２.平成25年４月４日開催の取締役会決議により、平成25年９月１日付で普通株式１株を100株に株式分割し、単

　　　　 元株式数を100株とする単元株制度を採用しております。これにより株式数は965,250株増加しております。　

 

EDINET提出書類

株式会社シーズメン(E03498)

四半期報告書

 6/18



（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。 

　

　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年６月１日～

 平成25年８月31日 
－ 9,750 － 245,000 － 145,000

（注）平成25年９月１日をもって、１株を100株に株式分割し、発行済株式総数が965,250株増加しております。　

　

　

（６）【大株主の状況】

　 平成25年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社シーズメン　　　　　　　　 　東京都中央区日本橋久松町９－９ 　1,854 19.01

　日本プライベートエクイティ株式会社 　東京都千代田区九段北１丁目14－21 657 6.73

　シーズメン従業員持株会 　東京都中央区日本橋久松町９－９ 528 5.41

　西薗　仁 　埼玉県さいたま市 511 5.24

　株式会社大野衣料 　神奈川県横浜市瀬谷区卸本町9279－29 495 5.07

　株式会社テーオーシー 　東京都品川区西五反田７丁目22－17 400 4.10

　椛島　正司 　神奈川県横須賀市 364 3.73

　日本証券金融株式会社 　東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 304 3.11

　株式会社りそな銀行 　大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 300 3.07

　市川　正史 　東京都港区 292 2.99

計 － 5,705 58.51
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（７）【議決権の状況】

 ①【発行済株式】

 

 平成25年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    1,854 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　  7,896 7,896 －

単元未満株式 　－ － －

発行済株式総数 9,750 － －

総株主の議決権 － 7,896 －

　　 

　

　　　②【自己株式等】

 平成25年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社シーズメン
東京都中央区日本橋

久松町９番９号
1,854 － 1,854 19.01

計 － 1,854 － 1,854 19.01

　　 

 

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年６月１日から平成25

年８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,184,313 1,147,013

売掛金 223,514 358,019

商品 794,008 698,717

繰延税金資産 41,687 57,638

その他 48,295 37,898

貸倒引当金 △3,076 △3,366

流動資産合計 2,288,742 2,295,921

固定資産

有形固定資産

建物 873,794 919,974

減価償却累計額 △561,094 △561,530

建物（純額） 312,699 358,444

工具、器具及び備品 180,106 234,875

減価償却累計額 △92,602 △112,958

工具、器具及び備品（純額） 87,503 121,916

建設仮勘定 16,257 －

有形固定資産合計 416,460 480,361

無形固定資産

ソフトウエア 22,094 18,985

リース資産 57,840 43,380

その他 3,150 3,150

無形固定資産合計 83,084 65,515

投資その他の資産

投資有価証券 62,379 77,404

長期貸付金 70,140 68,581

長期前払費用 11,146 13,109

繰延税金資産 34,844 23,100

敷金及び保証金 857,256 884,113

貸倒引当金 △70,140 △68,581

投資その他の資産合計 965,626 997,726

固定資産合計 1,465,171 1,543,603

繰延資産

社債発行費 － 6,145

繰延資産合計 － 6,145

資産合計 3,753,914 3,845,670
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期会計期間
(平成25年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 117,241 46,404

買掛金 192,297 179,254

短期借入金 220,000 220,000

1年内償還予定の社債 － 50,000

1年内返済予定の長期借入金 184,892 194,180

リース債務 31,584 30,044

未払費用 171,947 205,334

未払法人税等 60,717 12,973

賞与引当金 54,300 52,900

役員賞与引当金 10,460 11,228

設備関係支払手形 38,677 11,085

資産除去債務 7,161 5,338

その他 89,648 17,422

流動負債合計 1,178,927 1,036,166

固定負債

社債 － 200,000

長期借入金 140,002 242,008

役員退職慰労引当金 31,565 31,565

リース債務 24,579 10,437

資産除去債務 155,088 159,854

固定負債合計 351,235 643,865

負債合計 1,530,162 1,680,031

純資産の部

株主資本

資本金 245,000 245,000

資本剰余金 415,193 415,193

利益剰余金 1,699,899 1,632,115

自己株式 △150,446 △150,446

株主資本合計 2,209,645 2,141,861

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,106 23,777

評価・換算差額等合計 14,106 23,777

純資産合計 2,223,752 2,165,638

負債純資産合計 3,753,914 3,845,670
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

売上高 3,519,917 3,380,927

売上原価 1,735,555 1,698,395

売上総利益 1,784,362 1,682,532

販売費及び一般管理費
※ 1,636,736 ※ 1,700,886

営業利益又は営業損失（△） 147,626 △18,353

営業外収益

受取利息 1,019 825

受取配当金 425 425

貸倒引当金戻入額 1,189 1,268

固定資産処分益 2,000 －

その他 577 63

営業外収益合計 5,211 2,582

営業外費用

支払利息 9,273 6,230

その他 153 174

営業外費用合計 9,426 6,405

経常利益又は経常損失（△） 143,411 △22,176

特別損失

固定資産除却損 9,015 8,106

店舗閉鎖損失 － 105

減損損失 9,453 7,951

その他 741 －

特別損失合計 19,211 16,163

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 124,200 △38,339

法人税、住民税及び事業税 6,851 7,422

法人税等調整額 41,571 △9,562

法人税等合計 48,422 △2,139

四半期純利益又は四半期純損失（△） 75,777 △36,200
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

124,200 △38,339

減価償却費 45,426 55,620

無形固定資産償却費 18,369 17,699

長期前払費用償却額 4,089 3,369

減損損失 9,453 7,951

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,189 △1,268

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,200 △1,400

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3,578 768

受取利息及び受取配当金 △1,445 △1,250

固定資産処分損益（△は益） △2,000 －

支払利息 9,273 6,230

固定資産除却損 9,015 8,106

売上債権の増減額（△は増加） △71,606 △134,505

たな卸資産の増減額（△は増加） 30,121 95,291

その他の資産の増減額（△は増加） △2,572 △5,273

仕入債務の増減額（△は減少） △31,253 △83,880

その他の負債の増減額（△は減少） 6,695 34,584

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,157 △6,185

小計 153,513 △42,482

利息及び配当金の受取額 1,445 1,250

利息の支払額 △9,005 △6,411

法人税等の支払額 △13,747 △54,180

営業活動によるキャッシュ・フロー 132,205 △101,823

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △23,998 △221,567

無形固定資産の取得による支出 △9,265 △130

敷金及び保証金の回収による収入 12,562 22,359

敷金及び保証金の差入による支出 △8,852 △38,793

長期前払費用の取得による支出 △200 △5,382

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,753 △243,513

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △92,446 △88,706

社債の発行による収入 － 243,854

リース債務の返済による支出 △15,222 △15,681

配当金の支払額 △19,953 △31,429

財務活動によるキャッシュ・フロー △127,622 308,036

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △25,170 △37,300

現金及び現金同等物の期首残高 1,152,774 1,184,313

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,127,604 ※ 1,147,013
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成24年３月１日
至 平成24年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日）

給与手当 533,117千円 562,277千円

賞与引当金繰入額 52,500 52,900

役員賞与引当金繰入額 8,808 11,228

退職給付費用 13,701 14,655

法定福利費 76,212 78,194

広告宣伝費 64,740 75,833

店舗家賃等 552,334 557,979

減価償却費 45,426 55,620

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成24年３月１日
至 平成24年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日）

現金及び預金勘定 1,127,604千円 1,147,013千円

現金及び現金同等物 1,127,604 1,147,013
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）  

１．配当に関する事項

決議

　

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月25日

定時株主総会
普通株式 19,740 2,500  平成24年２月29日  平成24年５月28日 利益剰余金

　

２. 株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成24年５月25日開催の定時株主総会決議に基づき、平成24年５月25日をもって下記のとおり、

剰余金の処分を行いました。

（剰余金の処分に関する事項）

①減少する剰余金の項目及びその額

別途積立金　　　50,000,000円

②増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金　50,000,000円

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年８月31日）  

１．配当に関する事項

決議

　

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月24日

定時株主総会
普通株式 31,584 4,000  平成25年２月28日  平成25年５月27日 利益剰余金

　

２. 株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　前第２四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平

成25年３月１日　至　平成25年８月31日）

　　　　　当社は、衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
95円97銭 △45円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
75,777 △36,200

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
75,777 △36,200

普通株式の期中平均株式数（株） 789,600 789,600

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　－

（注）１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

　　　　　潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの　

         の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

　   ３．当社は、平成25年９月１日付で普通株式１株につき、普通株式100株の株式分割を行っております。これに伴

　　　　　い、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額は当該株式分割が前事業年度の期首に行

　　　　　われたものと仮定して算定しております。　

　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年10月10日

株式会社シーズメン

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢治　博之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　昌美　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーズ

メンの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの第25期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年６月１日から平成

25年８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーズメンの平成25年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

 （注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　 ２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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